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１． 本プロジェクトの研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

我々のグループでは、引き続き仁科加速器科学研究セ

ンターの RIBF において、不安定原子核での精密反応測定

実験（弾性散乱、ノックアウト反応）を通して、宇宙での元素

の成り立ちや、中性子星の構造、超新星爆発のメカニズム

に迫る研究を進めている。これは、世界で最も高い強度の

RI ビームを供給できる加速器施設 RIBF が稼働することで

初めて可能となった。特に、不安定核の弾性、クラスターノ

ックアウト反応測定を行い、不安定核の陽子・中性子密度

分布、クラスター存在率等を決定することで、中性子星など

の核物質の包括的解明を目指している（通称 ESPRI 計画, 

ONOKORO 計画）。本研究遂行するため、我々のグループ

では様々な検出器や回路系を開発し、本測定の実施に成

功してきた。しかし、大強度ビームでの測定が可能になった

ことで、１実験あたりに得られるデータの質及び量が増大し、

データの整理や解析に時間がかかるだけでなく、一グルー

プでは保存することもままならないのが現状である。 

我々のプロジェクトだけでなく RIBF での実験データは肥

大化していく一方であるため、これを一挙に効率よく、保存

し計算、さらには機械学習等新しい手法でもって多次元的

に解析可能なシステムを必要としていた。本プロジェクトで

は我々が世界で初めて取得した膨大なデータを保存し、現

実的な時間で解析が可能な手法を検討し HOKUSAI シス

テムでの試験及び運用を進めてきた。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

得られたオリジナルデータを HOKUSAI のストレージにて

サーバにて安全に保存し、部分的には共同研究者がデー

タをコピーし解析等を行う。概ね本年度についてはデータ

のバックアップとしての運用が大きい。 

 

３． 結果 

 上で述べたように、昨年度まで様々な解析手法の開発を

進めてきたが、本年度についてはデータの冗長的な保存

に利用しているため、HOKUSAI での計算機利用はほぼな

い。これは申請者が本務である京都大学に用意しているサ

ーバの充実に加え、膨大なデータ取得そのものを止め、高

速な FPGA などを用いた波形処理などをデータ取得前に

行うことで高品質を保ったまま、データの軽量化を図る方針

を進めているためである。 

 

４． まとめ 

本プロジェクトでは、大型化や複雑化が進む近年の実験

から得られる巨大なデータの効率的運用を目指して進めて

きたが、より賢いデータ取得方法に重点を置いたシステム

の構築へと方針転換を進めている。データの保守について

はこちらもコストがかさむことから終了を予定している。 

 

５． 今後の計画・展望 

膨大なデータや複雑なデータの処理を実現するには、

最終的にそれと同等な運用システムが必要であるため、デ

ータ取得システムを維持したまま、賢いデータ削減が重要

になる。 

 

６． 利用がなかった場合の理由 

上記のようにデータ保全の他にはデータ収集や解析方

針の更新から、HOKUSAI での解析運用は行わずローカル

での解析となった。 
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